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１ 

塩 

屋 
昔
、
こ
の
付
近
の
海
岸
は
遠
浅
で
、
防
風
林
が
あ
り
、
今
で
も
わ
ず
か
に
名
残
を
と
ど
め
て
い
ま

す
。
塩
屋
と
い
う
地
名
は
昔
、
こ
の
地
に
塩
田
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
出
た
も
の
で
、
塩
竃

し
お
が
ま

神
社
が
あ

り
、
天
保
８
年
（
１
８
３
７
）
と
刻
ん
だ
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
ろ

か
ら
約
４
町
歩
ほ
ど
の
塩
田
が
あ
り
、
江
戸
末
期
に
は
廃
田
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
志
度
方
面
へ
の
電
車
に
乗
っ
て
い
る
と
、
塩
屋
駅
付
近
は
絶
好
の

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
、
海
岸
に
向
か
っ

て
急
カ
ー
ブ
に
さ
し
か
か
る
と
、
窓
一

杯
の
青
い
海
や
空
が
突
然
目
の
中
に
飛

び
込
ん
で
き
ま
す
。 

 

２ 

塩
屋
海
岸 

牟
礼
町
の
東
部
、
志
度
湾
に
面
す
る
塩
屋
海
岸
は
、
全
長
約
５

０
０
メ
ー
ト
ル
の
砂
浜
で
、
潮
干
狩
り
や
海
岸
散
歩
な
ど
、
多
く

の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
の
一
時
期
は
市
内
の
屋
島

塩 屋 海 岸  
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壇
の
浦
や
、
芝
山
、
さ
ぬ
き
市
の
志
度
、
津
田
の
松
原
な
ど
と
と
も
に
、
琴
電
や
Ｊ
Ｒ
に
近
い
海
水

浴
場
と
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

 
３ 
屋
島
檀
ノ
浦
の
合
戦 

寿
永
３
年(
１
１
８
４)

２
月
、
一
の
谷
（
神
戸
市
）
で
破
れ
た
平
氏
は
退
い
て
屋
島
檀
ノ
浦
に
拠よ

り
ま

し
た
。 

そ
の
翌
年
２
月
に
は
源
義
経
が
平
氏
追
討
の
た
め
に
嵐
の
中
を
船
で
阿
波
の
勝
浦
ま
で
渡
海
、
陸
路
讃

岐
に
入
り
、
屋
島
を
目
指
し
ま
し
た
。
本
隊
は
内
陸
部
、
現
在
の
長
尾
、
新
田
街
道
方
面
か
ら
、
そ
し
て

支
隊
が
海
岸
、
志
度
を
経
て
牟
礼
に
入
り
、
１
９
日
に
は
平
家
と
対
峙
し
て
合
戦
に
及
び
ま
し
た
。
義
経

は
檀
ノ
浦
を
見
下
ろ
す
瓜
生
が
丘
に
陣
を
構
え
、
一
夜
兵
を
休
め
ま
し
た
。
２
日
目
の
翌
２
０
日
も
終
日

合
戦
と
な
り
、
夕
刻
に
は
那
須
与
一
が
活
躍
し
ま
し
た
。
平
氏
方
は
こ
の
間
に
、
明
日
に
は
味
方
の
田
口

氏
の
軍
勢
が
伊
予
か
ら
到
着
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
義
経
軍
を
挟
み
撃
ち
に
す
べ
く
深
夜
か
ら
平
氏
の

軍
船
を
こ
っ
そ
り
と
志
度
の
浦
に
移
動
、
２
１
日
早
朝
に
上
陸
を
開
始
し
ま
す
が
、
こ
れ
を
知
っ
た
義
経

が
駆
け
つ
け
、
平
氏
は
不
意
を
突
か
れ
て
船
に
戻
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
平
氏
は
九
州
へ
と
の
が
れ
て
行

き
ま
す
。
お
そ
ら
く
そ
の
地
は
、
牟
礼
町
の
志
度
湾
に
面
し
た
房
前
の
鼻
を
挟
ん
だ
一
帯
の
海
岸
の
ど
こ

か
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
近
く
の
丘
に
鎮
座
す
る
幡は

羅ら

八
幡
宮
で
は
、
義
経
ら
が
戦
勝
祈
願
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を
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。 
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４ 

塩
竃

し
お
が
ま

神
社 

祭
神 

塩
竃
塩
土

し
お
が
ま
し
お
う
ち

老の
お

翁じ 

牟
礼
町
大
町
の
塩
釜
神
社
は
、
「
道
の
駅
源
平
の
里
む
れ
」
よ
り
北

へ
歩
い
て
７
～
８
分
の
所
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
由
緒
は
不
詳
で
す
が
、

こ
の
地
は
昔
、
塩
田
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
塩
田
の
出
来
た
頃
、
ま
た

は
そ
の
前
後
に
勧
進
さ
れ
、
天
保
８
年
（
１
８
３
７
年
）
の
鳥
居
が
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
推
察
し
て
そ
の
前
後
の
建
立
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

５ 

鶴
身
病
院 

 
 

 

大
正
の
初
期
（
１
９
１
２
～
）
か
ら
、
昭
和
２
０
年
（
１
９
４
５
）
の
終
戦
の
こ
ろ
ま
で
は
、
牟

礼
本
町
に
２
つ
の
病
院
が
あ
り
ま
し
た
。
（
川
東
の
鶴
身
病
院
・
王
墓
の
小
松
病
院
） 

 

鶴
身
病
院
の
初
代
院
長
鶴
身
藤
太
は
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
の
第
一
期
卒
業
生
で
、
釜
山
病
院
院

長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
大
正
元
年
（
１
９
１
２
）
帰
郷
し
、
琴
電
塩
屋
駅
北
側
に
総
工
費
１
万

円
、
県
内
で
は
珍
し
い
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
備
え
た
病
院
を
建
設
し
ま
し
た
。 

当
時
は
医
師
の
数
も
少
な
く
、
牟
礼
村
内
は
も
と
よ
り
、
近
郷
近
在
か
ら
患
者
が
集
ま
り
、
村
内 

は
言
う
に
及
ば
ず
、
庵
治
・
屋
島
・
志
度
方
面
に
ま
で
人
力
車
で
往
診
し
て
い
ま
し
た
。
学
校
医
、

塩 竃 神 社  
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漁
業
組
合
長
、
村
会
議
員
を
長
期
に
わ
た
っ
て
務
め
、
町
行
政
に
多

大
な
貢
献
を
し
た
鶴
身
藤
太
は
、
昭
和
２
１
年
（
１
９
４
６
）
８
月

１
５
日
６
７
歳
で
死
亡
し
ま
し
た
。
病
院
の
建
物
は
寄
棟
屋
根
、

（
注
１
）
下
見

し

た

み

板
張
り

い

た

ば

り

、
正
面
側
は
上
げ
下
げ
窓
で
玄
関
上
に
は
フ

ァ
ン
ラ
イ
ト
を
備
え
た
造
り
で
、
医
院
建
築
と
し
て
立
派
な
も
の
で

し
た
。
今
は
建
具
や
床
が
壊
れ
て
い
ま
す
が
、
往
時
の
診
察
室
や
病

室
の
間
取
り
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

（
注
１
）
下
見
板
張
り 

外
壁
施
工
方
法
の
一
つ
で
、
平
た
く
長
い
板
状
の
外
装
材
を
横
張
り
す
る
工
法
で
す
。
板
の
重
な
る
部

分
を
加
工
し
て
、
表
面
に
段
差
が
出
な
い
よ
う
に
張
る
ド
イ
ツ
下
見
板
張
り
や
、
鎧
の
よ
う
に
板
を
重
ね

て
張
る
鎧
張
り
（
南
京
下
見
板
張
り
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

６ 

牟
礼
道
の
駅 

平
成
１
９
年
に
開
設
。 

高
松
か
ら
志
度
に
行
く
途
中
に
道
の
駅
「
源
平
の
里
む
れ
」
が
あ
り
ま
す
。
源
平
屋
島
合
戦
の
古
戦
場

と
し
て
有
名
な
場
所
に
位
置
し
、
海
を
望
む
風
光
明
媚
な
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
憩
い

鶴 身 病 院  
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の
場
所
と
し
て
道
の
駅
の
隣
に
公
園
を
設
け
る
な
ど
、
家
族
で
楽
し
め
る

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
庵
治
石
で
造
ら
れ
た
郷
土
出
身
の
川
島
猛

氏
の
石
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
も
展
示
し
て
い
ま
す
。 

こ
こ
に
は
琴
電
志
度
線
で
使
わ
れ
て
い
た
旧
車
両
３
３
５
号
が
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。
電
車
は
中
に
も
入
る
こ
と
が
で
き
、
運
転
席
に
も
座
れ

ま
す
。
こ
の
車
両
は
大
正
１
５
年
（
１
９
２

６
）
の
も
の
で
、
リ
ベ
ッ
ト
が
打
ち
込
ま
れ

た
外
装
に
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
の
台
が
木
製
で
、
レ
ト
ロ
な
懐
か
し
い
車
両
で
す
。

平
成
１
８
年
（
２
０
０
６
）
１
２
月
に
引
退
す
る
ま
で
８
０
年
間
活
躍
し
て

い
ま
し
た
。
平
成
１
９
年
（
２
０
０
７
）
１
月
に
高
松
琴
平
電
気
鉄
道
か
ら

寄
贈
さ
れ
、
こ
の
場
所
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

７ 

房ふ
さ 

前さ
き 

こ
の
地
名
は
、
平
安
時
代
に
権
勢
を
ふ
る
っ
た
藤
原
氏
淡
海
公
（
藤
原
不
比
等
）
の
一
子
房
前
大
臣
に

縁
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
志
度
寺
の
お
こ
り
を
描
い
た
絵
巻
「
志
度
寺
縁
起
」
に
よ
る
と
、
天
武
天
皇
７
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年
（
６
７
８
）
藤
原
不
比
等
が
父
鎌
足
の
法
要
を
営
ん
だ
際
、
唐
の
高
宗
帝
の
后
妃
に
な
っ
た
不
比
等
の

妹
が
、
父
の
追
福
の
た
め
日
本
に
送
っ
た
「
面
向
不
背
の
玉
」
を
唐
の
使
が
台
風
の
た
め
志
度
湾
に
沈
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
不
比
等
は
名
を
変
え
て
こ
の
地
に
来
て
海
女
と
結
婚
し
、
一
子
を
も
う
け
ま

し
た
。
こ
の
時
、
こ
の
浦
を
房
前
と
い
っ
た
の
で
、
そ
の
子
は
後
に
房
前
の
大
臣
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
房
前
の
母
の
海
女
は
、
こ
の
玉
を
探
し
あ
て
て
真
珠
島
に
あ
げ
ま
し
た
が
、
遂
に
死
亡
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
不
比
等
は
妻
を
志
度
寺
に
葬
り
、
後
に
成
人
し
た
房
前
は
寺
を
改
造
し
、
法
華
経
十
巻

を
書
き
写
し
て
母
の
冥
福
を
祈
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

い
わ
ゆ
る
謡
曲
「
海
女
の
玉
取
り
」
の
元
に
な
る
伝
説
で
す
が
、
正
史
に
は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

寒
川
村
に
あ
っ
た
極
楽
寺
の
歴
史
を
書
い
た
「
宝
蔵
院
古
暦
記
」
に
は
菅
公
が
九
州
に
左
遷
さ
れ
た
と
き
、

海
路
の
途
中
房
前
の
浦
で
、
鴨
部
に
あ
っ
た
極
楽
寺
の
僧
明
印
が
、
小
船
に
乗
っ
て
菅
公
に
面
会
し
た
と

い
う
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

８ 

謡
曲
「
海
人

あ

ま

」
と
海
女
の
墓 

海
女(

海
士
、
海
人)

の
玉
取
り
伝
説
と
女
人
成
仏
を
主
題
と
し
た
物
語
と
し
て
有
名
な
名
曲
で
す
。 

内
容
は
、
藤
原
不
比
等
の
子
で
あ
る
房
前
は
生
母
が
讃
岐
志
度
の
浦
の
海
士(

海
女)

で
あ
る
こ
と
を
知

り
、
志
度
の
地
を
訪
れ
ま
す
。
房
前
は
そ
こ
で
出
会
っ
た
海
士
か
ら
、
か
つ
て
夫
か
ら
「
奪
わ
れ
た
面
向
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不
背
の
玉
を
竜
宮
か
ら
取
り
返
し
た
な
ら
ば
、
二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
子
を
世
嗣
に
す
る
と
の
約
束
の
下

に
海
底
に
潜
り
、
玉
を
取
り
返
し
て
命
を
失
っ
た
。
自
分
は
房
前
の
母
の
亡
霊
で
あ
る
」
と
、
自
分
の
生

誕
に
関
わ
る
玉
取
り
の
話
を
聞
き
ま
す
。
そ
し
て
我
が
子
、
房
前
の
追
善
の
読
経
に
よ
り
成
仏
し
た
海
士

は
、
竜
女
の
姿
と
な
っ
て
現
れ
、
早
舞
を
舞
っ
て
そ
の
孝
養
を
称
え
ま
す
。 

 

言
い
伝
え
の
一
つ
で
は
、
房
前
は
僧
行
基
と
と
も
に
本
堂
を
再
建
し
、
千

基
の
石
塔
や
法
華
経
を
納
め
た
経
塚
を
建
立
し
て
供
養
を
営
み
、
ま
た
海
女

の
縁
と
し
て
こ
の
地
を
「
玉
の
浦
」
と
呼
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
現
在
志
度
寺

の
西
側
に
あ
る
「
海
女
の
墓
」
が
こ
れ
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
房
前
は
、

飛
鳥
～
奈
良
時
代
初
め
の
人
で
、
後
の
藤
原
氏
全
盛
時
代
を
築
き
上
げ
た
藤

原
北
家
の
祖
で
あ
り
、
志
度
と
藤
原
氏
の
関
係
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

９ 

牟
礼
港
（
県
管
理
地
方
港
湾
） 

 

古
い
歴
史
を
持
つ
港
で
、
砂
糖
、
米
、
塩
の
積
み
出
し
等
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
明
治
に
入
っ
て

か
ら
は
背
後
で
良
質
の
粘
土
が
産
出
し
た
こ
と
か
ら
、
港
周
辺
は
窯
業
の
町
と
一
変
し
、
港
は
煙
突

で
取
り
囲
ま
れ
る
ほ
ど
と
な
り
、
浜
に
は
土
管
、
レ
ン
ガ
、
コ
ン
ロ
等
が
並
び
、
（
注
２
）
機
帆
船
が

海女の墓と経塚  
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こ
れ
ら
の
製
品
を
各
地
に
運
ん
で
い
ま
し
た
。
窯
業
も
昭
和
４
０
年
（
１
９
６
５
）
頃
か
ら
衰
退
し
、

変
わ
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
化
が
進
ん
だ
た
め
、
港
湾
貨
物
は
砂
、
砂
利
に
変
わ
り
ま
し
た
。
し

か
し
自
動
車
運
送
の
発
達
に
よ
り
、
時
間
的
早
さ
、
利
便
性
か
ら
海
上
運
送
は
少
な
く
な
り
、
今
は

そ
の
姿
を
見
な
く
な
り
ま
し
た
。 

（
注
２
）
機
帆
船 

 

 

推
進
用
の
動
力
と
し
て
熱
機
関
を
併
用
し
た
帆
船
で
、
日
本
語
で
狭
義
に
「
機
帆
船
」
と
い
う
場
合
は
、

外
洋
航
路
へ
の
無
帆
装
の
蒸
気
船
の
普
及
後
に
、
沿
岸
航
路
の
海
運
に
用
い
続
け
ら
れ
た
内
燃
機
関
搭
載

の
木
造
船
を
指
し
ま
す
。 

 

１０ 

志
度
湾 

西
を
庵
治
半
島
、
東
を
大
串
半
島
に
囲
ま
れ
た
海
域
。
さ
ぬ
き
市
志
度
と
高
松
市
牟
礼
町
、
庵
治
町
に

ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。
深
い
入
り
江
と
な
り
天
然
の
良
港
で
あ
り
、
志
度
港
、
牟
礼
港
を
は
じ
め
庵
治
町

篠
尾
、
牟
礼
町
房
前
、
志
度
の
小
方
、
室
沖
な
ど
の
漁
港
が
発
達
し
て
い
ま
す
。
湾
奥
に
は
、
志
度
浦
と

か
玉
の
浦
と
呼
ば
れ
た
志
度
地
区
が
あ
り
、
今
で
は
カ
キ
、
ノ
リ
な
ど
の
養
殖
漁
業
が
盛
ん
で
す
。
東
部

の
埋
立
地
に
は
臨
海
工
業
団
地
が
形
成
さ
れ
、
多
田
野
鉄
工
、
南
海
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
な
ど
の
企
業
が
進
出

し
て
い
ま
す
。
志
度
湾
は
寿
永
４
年
（
元
暦
２
年
１
１
８
５
）
源
平
の
讃
岐
で
の
最
後
の
戦
い
の
舞
台
、

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%86%B1%E6%A9%9F%E9%96%A2�
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B8%86%E8%88%B9�
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%92%B8%E6%B0%97%E8%88%B9�
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%B7%E9%81%8B�
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%85%E7%87%83%E6%A9%9F%E9%96%A2�
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さ
ら
に
は
大
串
半
島
の
幕
末
の
砲
台
跡
な
ど
歴
史
と
伝
説
の
宝
庫
で
す
。
玉
の
浦

の
名
も
「
海
女
の
玉
取
り
伝
説
」
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
志
度
湾
一

帯
に
は
、
四
国
霊
場
第
８
６
番
札
所
志
度
寺
を
は
じ
め
平
賀
源
内
記
念
館
、
竹
林

上
人
廟
、
多
和
神
社
、
四
国
霊
場
第
８
５
番
札
所
八
栗
寺
な
ど
多
く
の
観
光
・
文

化
遺
産
が
あ
り
、
屋
島
、
五
剣
山
の
秀
麗
な
山
容
と
と
も
に
脚
光
を
浴
び
て
い
ま

す
。 

 

１１ 

愛
染
寺 

 

本
尊 

愛
染
明
王 

 

高
野
山
の
僧
で
、
「
四
国
遍
路
道
指
南
」
を
つ
く
り
、
八
十
八
箇
所
霊
場
を
整
備

し
た
と
い
う
江
戸
時
代
の
真
念
ゆ
か
り
の
寺
（
真
念
は
こ
こ
で
亡
く
な
り
ま
し
た
）

で
も
あ
り
ま
す
。
真
念
が
延
宝
・
天
和
年
間
（
１
６
７
３
～
１
６
８
４
）
に
作
っ

た
道
標
が
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
に
あ
り
ま
す
。 

 

洲
崎
寺
蔵
の
「
御
領
分
中
寺
々
由
来
の
書
」
に
よ
れ
ば
、
「
一
、
開
基
知
不
申
候
、

寛
永
元
年
（
１
６
２
４
）
諸
旦
那
以
助
成
再
興
仕
申
候
事
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
と
原
浜
（
現
在
の
原

浜
公
民
館
あ
た
り
）
に
あ
っ
て
松
面
山
と
称
し
ま
し
た
。
明
治
の
廃
仏
稀
釈
で
廃
寺
と
な
っ
た
も
の
を
後

年
尼
寺
と
し
て
再
興
し
ま
し
た
が
、
昭
和
５
３
年
（
１
９
７
８
）
に
先
代
住
職
薬
本
信
照
尼
が
亡
く
な
り
、

八 栗 寺  志度寺 大師堂  
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後
は
無
住
と
な
っ
て
建
物
は
荒
れ
果
て
て
い
ま
し
た
。 

寺
は
幡
羅
八
幡
神
社
鎮
守
の
森
の
そ
ば
に
あ
り
ま
し
た
が
、
道
路
拡
張
工
事
の
た
め
立
ち
退
き
を
せ
ま

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
無
住
と
い
う
こ
と
も
あ
り
立
ち
退
き
は
難
航
し
ま
し
た
が
、
地
元
の
人
た
ち
が
六
万

寺
住
職
の
今
雪
真
善
師
に
住
職
就
任
を
お
願
い
し
、
住
職
を
引
き
受
け
た
今
雪
氏
を
中
心
と
し
て
、
愛
染

寺
の
再
興
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の
人
々
の
寄
進
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
に
よ
っ
て
、
平
成
２
０
年
（
２

０
０
８
）
新
た
な
地
（
こ
と
で
ん
房
前
駅
前
）
に
「
地
域
の
人
の
交
流
の
拠
点
」
に
主
眼
を
置
い
た
斬
新

な
造
り
の
お
寺
が
落
慶
し
て
い
ま
す
。 

 

１２ 

東
林
寺 

 

浄
土
宗
四
国
四
ケ
寺
の
一
つ
。 

 

多
和
神
社
の
山
道
の
西
側
に
位
置
し
ま
す
。
延
宝
４
年
（
１
６
７
６
）
高
松
藩
主
松
平
賴
重
の
建
立
。

元
は
仏
生
山
法
然
寺
の
下
寺
で
、
松
平
家
の
仏
事(
成
願
寺
で
開
催)

に
出
勤
が
義
務
付
け
ら
れ
た
寺
で
す
。

門
前
に
は
、
平
賀
源
内
の
俳
諧
の
師
で
あ
る
渡
辺
桃
源
の
辞
世
の
句
「
露
と
散
る
こ
の
身
は
草
に
置
か
ね

ど
も
」
を
掘
り
込
ん
だ
露
塚
が
あ
り
ま
す
。 

１３ 

多
和
神
社 

祭
神 

速は
や

秋
津

あ

き

つ

姫
ひ
め
の

命
み
こ
と 
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延
喜
式
内
讃
岐
国
二
十
四
社
（
（
注
３
）
式
内
社
）
の
一
社
で
讃
岐
国
三
の
宮
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

志
度
駅
の
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
、
国
道
南
側
の
山
腹
に
多
和
神
社
の
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。
鳥
居
か
ら

参
道
の
石
段
を
の
ぼ
る
と
志
度
の
町
並
み
が
一
望
で
き
ま
す
。
神
域
面
積
は
２
万
１
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に

及
び
、
深
い
緑
の
自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。
参
道
を
進
む
と
、
神
門
が
あ
り
、
神
門
か
ら
階
段
を
登
る
と

境
内
に
至
り
ま
す
。
創
祀
年
代
は
不
詳
で
、
神
代
に
祭
神
・
速
秋
津
姫
命
が
多
和
郷
に
来
て
鎮
座
し
た
も

の
を
、
後
世
に
な
っ
て
郷
名
か
ら
多
和
神
社
と
称
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
初
期
ま
で
は
、
四
国
８
６
番
札
所
志
度
寺
の
傍
ら
に
鎮
座
し
て
い
ま
し
た
が
、
戦
国
時
代
の

文
明
１
１
年
（
１
４
７
９
）
焼
失
し
、
初
代
高
松
藩
主
松
平
賴
重
に
よ
り
志
度
寺
が
復
興
さ
れ
る
と
、
多

和
神
社
も
復
興
さ
れ
、
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。
ま
た
、
神
社
境
内
に
は
「
多
和
文
庫
」
が
あ
り
、
幕

末
か
ら
明
治
に
か
け
て
国
学
者
・
神
官
と
し
て
各
所
で
活
躍
し
た
同
神
社
祠
官
（
注
４
）
松
岡

調
み
つ
ぐ

が
生
涯

を
か
け
て
収
集
し
た
神
道
、
国
史
、
国
文
、
郷
土
史
、
考
古
学
、
書
画
骨
董
の
各
方
面
に
わ
た
る
貴
重
な

文
献
・
資
料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。 

（
注
３
）
式
内
社 

醍
醐
天
皇
の
命
で
平
安
時
代
の
延
長
５
年
（
９
２
７
）
に
完
成
し
た
『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
記
載
さ
れ
、

朝
廷
か
ら
官
社
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
神
社
の
こ
と
で
、
全
国
に
２
，
８
６
１
社
あ
り
、
う
ち
２
，
３

８
１
社
が
各
国
司
に
よ
っ
て
祭
ら
れ
、
当
時
か
ら
地
方
の
名
社
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E6%9D%BE%E8%97%A9�
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%BE%E5%B9%B3%E9%A0%BC%E9%87%8D�
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讃
岐
国
に
は
二
十
四
社
が
あ
り
、
こ
の
多
和
神
社
が
そ
の
一
つ
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
長
尾

町
や
津
田
町
に
あ
る
神
社
と
考
え
る
説
も
あ
り
ま
す
。
一
の
宮
、
二
の
宮
、
三
の
宮
、
他
二
十
一
社
と
順

番
に
格
付
け
さ
れ
、
三
の
宮
と
さ
れ
た
多
和
神
社
は
讃
岐
で
３
番
目
に
格
式
の
高
い
神
社
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

＊
一
の
宮
（
高
松
市
一
宮
町 

田
村
神
社
） 

二
の
宮
（
三
豊
市
高
瀬
町 

大
水
上

お
お
み
な
か
み

神
社

じ
ん
じ
ゃ

） 

（
注
４
）
松
岡 

調 

江
戸
後
期-

明
治
時
代
の
国
学
者
。
文
政
１
３
年
（
１
８
３
０
）
生
。
讃
岐
高
松
藩
士
佐
野
正
長
の
子
で

友
安
三

と

も

や

す

み

冬ふ
ゆ

に
学
び
ま
し
た
。
松
岡
寛
房
の
養
子
と
な
り
、
多
和
神
社
祠
官
。
維
新
後
、
藩
の
皇
学
寮
督
学
、

兵
庫
県
の
伊
和
神
社
宮
司
な
ど
を
つ
と
め
、
古
典
の
考
証
、
古
器
鑑
定
に
す
ぐ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
３

７
年
（
１
９
０
４
）
１
２
月
７
５
歳
で
没
し
ま
し
た
。
別
名
に
信
正
、
春
礿

は
る
と
き

、
御
調
、
号
は
香
木
舎
、
著

作
に
「
年
々
日
記
」
「
斉
明
紀
童
謡
弁
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

１４ 

用
心
堀
石
灯
籠 

平
賀
源
内
ゆ
か
り
の
遺
構
の
一
つ
で
す
。
平
賀
源
内
旧
邸
よ
り
西
へ
１
０
０
メ
ー
ト
ル
程
の
と
こ
ろ
に
、

高
さ
約
４
メ
ー
ト
ル
の
石
灯
籠
が
あ
り
ま
す
。
台
石
の
東
面
に
「
用
心
堀
御
蔵
懸
り
邨
々

む
ら
む
ら

」
と
刻
ん
で
あ

り
、
米
蔵
を
守
る
防
犯
灯
の
役
割
を
果
し
て
い
ま
し
た
。 

 

http://kotobank.jp/word/%E6%B1%9F%E6%88%B8�
http://kotobank.jp/word/%E6%B1%9F%E6%88%B8�
http://kotobank.jp/word/%E6%98%8E%E6%B2%BB�
http://kotobank.jp/word/%E6%98%8E%E6%B2%BB�
http://kotobank.jp/word/%E6%98%8E%E6%B2%BB�
http://kotobank.jp/word/%E6%96%87%E6%94%BF�
http://kotobank.jp/word/%E9%AB%98%E6%9D%BE�
http://kotobank.jp/word/%E9%AB%98%E6%9D%BE�
http://kotobank.jp/word/%E9%AB%98%E6%9D%BE�
http://kotobank.jp/word/%E8%97%A9%E5%A3%AB�
http://kotobank.jp/word/%E8%97%A9%E5%A3%AB�
http://kotobank.jp/word/%E6%9D%BE%E5%B2%A1�
http://kotobank.jp/word/%E9%A4%8A%E5%AD%90�
http://kotobank.jp/word/%E7%A5%9E%E7%A4%BE�
http://kotobank.jp/word/%E7%A5%9E%E7%A4%BE�
http://kotobank.jp/word/%E7%A5%9E%E7%A4%BE�
http://kotobank.jp/word/%E7%B6%AD%E6%96%B0�
http://kotobank.jp/word/%E5%AD%A6%E5%AF%AE�
http://kotobank.jp/word/%E5%85%B5%E5%BA%AB�
http://kotobank.jp/word/%E5%85%B5%E5%BA%AB�
http://kotobank.jp/word/%E5%AE%AE%E5%8F%B8�
http://kotobank.jp/word/%E5%8F%A4%E5%85%B8�
http://kotobank.jp/word/%E8%80%83%E8%A8%BC�
http://kotobank.jp/word/%E9%91%91%E5%AE%9A�
http://kotobank.jp/word/%E5%88%A5%E5%90%8D�
http://kotobank.jp/word/%E8%91%97%E4%BD%9C�
http://kotobank.jp/word/%E8%91%97%E4%BD%9C�
http://kotobank.jp/word/%E8%91%97%E4%BD%9C�
http://kotobank.jp/word/%E8%91%97%E4%BD%9C�
http://kotobank.jp/word/%E7%AB%A5%E8%AC%A1�
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こ
の
石
灯
籠
は
、
嘉
永
４
年
（
１
８
５
１
）
津
田
村
大
庄
屋

の
上
野
氏
と
志
度
村
庄
屋
の
岡
田
氏
が
、
お
蔵
の
用
心
の
た
め

建
て
た
も
の
で
す
。
上
野
、
岡
田
両
家
と
も
お
蔵
番
で
あ
っ
た

平
賀
家
の
親
戚
で
し
た
。
ま
た
、
高
松
藩
松
平
家
が
、
領
内
の

百
姓
か
ら
の
年
貢
米
を
収
納
す
る
た
め
、
藩
内
各
所
に
建
て
た

米
庫
の
一
つ
が
こ
こ
に
あ
っ
て
、
志
度
の
お
蔵
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
約
５
，
６
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
の
周
囲
に
は

竹
薮
、
そ
の
外
に
堀
が
巡
ら
さ
れ
、
９
メ
ー
ト
ル×

２
７
メ
ー
ト
ル
の
蔵
が
３
棟
と
年
貢
米
検
査
所
、
藩

役
人
や
蔵
番
の
部
屋
が
あ
り
、
毎
年
秋
１
５
，
０
０
０
俵
の
米
が
収
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

１５ 

志
度
の
お
蔵
番 

志
度
の
米
蔵
に
米
を
納
め
る
地
域
は
、
寒
川
郡
の
約
半
分
と
三
木
郡
の
原
、
大
町
、
牟
礼
、
井
上

の
各
村
で
し
た
。
明
暦
３
年
（
１
６
５
７
）
当
時
牟
礼
町
に
住
ん
で
い
た
白
石
喜
左
衛
門
良
盛
（
平

賀
家
は
当
時
白
石
と
称
し
て
い
ま
し
た
）
を
召
し
出
し
て
志
度
の
米
蔵
番
に
任
命
、
以
後
４
代
９
８

年
間
そ
の
役
を
平
賀
家
が
務
め
ま
し
た
。
源
内
は
、
父
良
房
の
死
に
よ
り
後
役
と
な
り
ま
し
た
が
、

宝
暦
４
年
（
１
７
５
４
）
７
月
学
問
を
め
ざ
し
て
退
役
し
ま
し
た
。 

用心堀石灯籠  
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「
平
賀
氏
由
来
之
事 

平
賀
喜
左
衛
門
国
行
は
先
祖
平
賀
三
郎
国
綱
七
世
孫
也
。
国
綱
子
を
平
賀
二
郎
国
宗
奥
州
白
石
に
居

住
し
て
、
是
よ
り
家
号
を
白
石
と
号
す
。
国
之
曽
祖
父
を
平
賀
壱
岐
守
国
長
号
す
は
真
洲
に
て
武
田

信
玄
討
絶
平
賀
源
心
子
也
。
国
長
長
子
を
平
賀
内
記
国
光
と
云
、
国
光
子
を
国
家
と
云
、
伊
達
陸
奥

守
宗
頼
公
に
仕
へ
て
白
石
に
居
住
し
て
、
宗
頼
公
三
男
遠
江
守
宗
利
は
伊
予
国
下
向
之
時
、
国
家
も

老
臣
と
し
て
伊
予
国
宇
和
島
へ
下
向
し
て
、
正
保
三
戌
年
三
月
十
五
日
七
十
五
に
て
卒
す
。
其
子
を

白
石
十
郎
兵
衛
国
行
と
号
す
。
阿
部
清
兵
衛
と
は
相
役
也
し
を
、
弐
人
を
、
朋
友
臣
よ
り
讒
言
し
て

阿
部
清
兵
衛
は
切
腹
す
。
白
石
十
郎
兵
衛
は
讃
岐
国
寒
川
郡
小
田
浦
へ
流
給
、
夫
よ
り
名
替
え
て
喜

左
衛
門
と
号
し
て
土
民
と
な
れ
り
。
夫
よ
り
牟
礼
村
へ
参
る
。
天
和
二
戌
正
月
六
日
八
十
五
に
て
記

付
申
候
。
国
綱
先
祖
有
時
之
先
祖
之
家
号
。
国
倫
（
花
押
）
」 

国
倫
＝
平
賀
源
内 

平
賀
家
は
承
応
２
年
（
１
６
５
３
）
よ
り
牟
礼
に
住
居
を
構
え
て
お
り
、
志
度
に
移
り
住
ん
だ
の

は
延
享
２
年
（
１
７
４
５
）
源
内
１
８
歳
の
時
で
し
た
。 

 

１６ 

石
鎚
山
奉
納
灯
籠 

 

『
自
然
石
を
使
っ
た
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
灯
籠
は
、
志
度
町
間
川
、

雲
附
山
に
祀
ら
れ
て
い
る
石
鎚
神
社
の
奉
献
と
、
志
度
の
海
辺
か
ら

石鎚山奉納灯籠  
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玉
浦
川
の
河
口
に
か
け
て
繋
留
す
る
漁
船
の
し
る
べ
の
た
め
、
も
と
や
醤
油
初
代
の
当
主
小
倉
嘉
平
が
、

石
鎚
神
社
の
信
仰
に
燃
え
る
実
弟
、
高
松
藩
士
田
山
助
蔵
の
す
す
め
に
よ
っ
て
、
弘
化
３
年
（
１
８
４
６

年
）
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
倉
嘉
平
を
中
心
に
は
じ
ま

っ

た
石
鎚
講
は
、
間
川
を
中
心
に
い
ま
も
つ
づ
い
て
い
る
。
』 

【
さ
ぬ
き
市
・
さ
ぬ
き
市
観
光
協
会 

看
板
】 

 

１７ 

種
田
山
頭
火
の
句
碑 

 
 

「
そ
の
か
み
の
お
も
い
で
の
海
に
か
え
り
て
」 

俳
人 

山
口
県
生
ま
れ
（
１
８
８
２
～
１
９
４
０
）
。
荻
原
井
泉
水
の
門
下
と
な
り
ま
す
。
雲
水
姿
で

西
日
本
を
中
心
に
旅
し
句
作
を
行
な
い
ま
し
た
。
松
山
市
に
移
住
し
「
一
草
庵
」
を
結
び
、
こ
の
庵
で
生

涯
を
閉
じ
ま
す
。
享
年
５
７
歳
。
自
由
律
俳
句
の
代
表
と
し
て
、
同
じ
井
泉
水
門
下
の
尾
崎
放
哉
と
並
び

称
さ
れ
ま
し
た
が
、
と
も
に
酒
癖
に
よ
っ
て
身
を
持
ち
崩
し
、
支
持
者
の
援
助
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て

い
た
と
こ
ろ
が
似
て
い
ま
す
。
そ
の
作
風
は
対
照
的
で
、
「
静
」
の
放
哉
に
対
し
山
頭
火
の
句
は
「
動
」

で
、
志
度
寺
境
内
本
堂
前
に
も
「
月
の
黒
鯛
ぴ
ん
ぴ
ん
は
ね
る
よ
」
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。 

 

１８ 

地
蔵
寺
（
魚う

お

霊
堂

み

ど

う

）
本
尊 

文
殊
菩
薩 

山頭火 句碑  

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%B2%E6%B0%B4�
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%BE%E5%B1%B1%E5%B8%82�
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%BE%E5%B4%8E%E6%94%BE%E5%93%89�
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『
四
国
八
十
八
箇
所
八
十
六
番
札
所
志
度
寺
』
奥
の
院 

真
言
宗 

 
景
行
天
皇
２
３
年
、
土
佐
の
海
に
棲
ん
で
い
た
怪
魚
が
瀬
戸
内
海

に
は
い
り
こ
み
神
出
鬼
没
、
時
に
は
海
岸
に
ま
で
押
し
よ
せ
て
悪
事

を
働
い
た
。
天
皇
は
心
配
し
て
、
日
本
武
尊
の
御
子
、
霊
子
に
討
伐

を
命
令
し
た
。
悪
魚
退
治
に
成
功
し
た
霊
子
は
、
褒
美
と
し
て
讃
岐

一
国
を
貰
い
受
け
国
司
と
な
り
、
里
人
か
ら
讃
留
霊
王(

さ
る
れ
お

う)

と
呼
ば
れ
た
。
後
に
悪
魚
の
た
た
り
を
恐
れ
た
里
人
は
お
堂
を
建

て
、
地
蔵
菩
薩
を
安
置
し
た
の
が
こ
の
地
蔵
寺(

魚
霊
堂)

だ
と
伝
え

ら
れ
る
。
本
堂
に
は
文
殊
菩
薩
を
安
置
し
、
脇
に
は
文
殊
の
化
身
、

当
山
開
基
薗
子
尼
、
将
軍
地
蔵
な
ど
諸
国
古
跡
の
本
尊
六
十
六
部
の
仏
像
が
並
ん
で
い
る
。
ま
た
、
境
内

の
表
の
東
、
西
に
は
名
物
「
夫
婦
柏
」
が
あ
る
。
以
下
略
』
【
寺
の
紹
介
看
板
】 

讃
留
霊
王
の
名
は
丸
亀
市
（
旧
綾
歌
郡
飯
山
町
法
勲
寺
）
の
古
代
の
寺
院
跡
で
あ
る
法
勲
寺
横
に
あ
る

讃
留
霊
王
神
社
（
祭
神 

武た
け

殻
か
い
こ

王お
う

）
に
も
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
墓
と
い
う
と
こ
ろ
が
陶
の
猿
王
な
ど
何

ヶ
所
か
あ
り
ま
す
。 

  

地 蔵 寺  
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１９ 

源
内
記
念
館 

平
成
２
１
年
（
２
０
０
９
）
３
月
２
２
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

元
百
十
四
銀
行
志
度
支
店
の
跡
地
に
敷
地
面
積
１
，
１
０
０
㎡
建
物
２
階
建
、
延
べ
床
面
積
４
７

０
㎡
で
旧
邸
か
ら
も
近
く
、
志
度
寺
の
門
前
町
と
し
て
形
成
さ
れ
た
商
店
街
の
中
心
に
あ
り
ま
す
。 

江
戸
文
化
が
花
開
い
た
江
戸
時
代
後
半
（
享
保
～
安
永
）
に
流
星
の
ご
と
く
現
わ
れ
て
、
豊
か
な
独
創

と
多
彩
な
能
力
を
駆
使
し
、
新
し
い
時
代
を
開
い
た
平
賀
源
内
。
発
明
家
、
本
草
家
、
美
術
家
、
作
家
、

鉱
山
家
と
し
て
活
躍
し
、
奔
放
に
人
生
を
疾
走
し
な
が
ら
、
日
本
全
国
に
そ
の
足
跡
を
残
し
た
平
賀
源
内

の
ゆ
か
り
の
品
々
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
外
観
は
源
内
が
生
き
た
江
戸
時
代
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
１
階
部

分
は
源
内
の
発
明
品
な
ど
を
展
示
、
ま
た
「
歩
く
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ま
と
め
、
「
志
度
・
高
松
」
～ 

 

「
長
崎
」
～
「
伊
豆
・
秩
父
・
秋
田
」
～
「
江
戸
」
と
各
地
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 

２
階
部
分
は
子
供
た
ち
の
体
験
学
習
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

記
念
館
の
入
場
券
で
平
賀
源
内
旧
邸
と
薬
草
園
の
見
学
も
で
き
ま
す
。 
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